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緩効性肥料による草地への追肥省略とその効果

広田　千秋・野村　忠弘・坂本　晃
（青森県畜産試験場）

1　ま　え　が　き

放牧用草地の効率的利用に当たっては，季節生産性

の平準化が極めて重要である。また，放牧地の省力管

理の一つとして，追肥回数の省略も強く要請されてい

る。これらの問題を解決する手段として，緩効性肥料の

利用が考えられ．各種緩効性肥料（硝酸化成抑制剤入

り肥料も含む）について．追肥省略及び季節生産性の

平準化という面からその肥効を検討した結果について

報告する。

2　試　験　方　法

1　供試肥料と年間施用量（毎／10a）

CDU．工B，TtJ，AStI，777（対照肥料）．N－

P205－E20　各20晦施用。

2　試験区の構成

（1）試験Ⅰ（ASU，C工川）

1回施肥区：早春に全量追肥

2回分施区：早春と2番刈後に各半量追肥

刈取ごと分施：早春と各刈取後に等分々施

（2）試験Ⅲ（CDU，TtJ，IB）

1番刈後1回施肥区と1番刈後，5番刈後に分滝す

る2処理を設け，他は試験Ⅰと同様（ただし，刈取ご

と分施区は設けず）。

供試草地は造成後10年経過したオーチャードグラ

ス主体のマメ科混播草地。

5　試　験　結　果

1　収　量

第1図に試験Ⅰ．Ⅱの年合計風乾収量を示した。試

験Ⅰについては．AStJ，CDVとも1回施肥区の収量

が高く，分権回数を増すと減収する憤向であった。普

通化成区との比較では．ASロは各処理とも普通化成を

上回ったがCI川は1回施肥区だけが勝り，．その他は普

通化成区より劣った。

ASUlぺ　　7771t CDUl大工　　　　早春lH施　　1番刈後1回　　早春　と　　1番刈後と

肥1大工　　　　　　施肥l八二　　　　　　2番刈後　　3番刈後

分施　　　　分施

第1国　風　　乾　　収　　量

試験皿では1番刈後に1回施用した区が最多収を示

し．普通化成に比べ約10％の増収が認められた。早

春全量の場合も，若干緩効性肥料が普通化成区を上回

った。試験lと同様，援助性肥料は分施すると減収す

る憤向にあり分施区は普通化成が上位を占めた。緩劾

性肥料1回施肥と2回分施では，肥料の種類により多
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少の差があるが，概して1回施肥が多収であった。こ

のように，緩劾性肥料は年1回の追肥でも収量が低下

せず追肥省略に適した肥料といえよう。

2　収量分布

第1表に示すように試験廿についての収量分布は1

番刈後1回施肥区は2番草へ偏りをみせるが，早春施

用した時の割合よりは小さく，そのため5，4，5番

第1表　収　量：分　布

試験Ⅶ

草への割合も高く経過し，早春全量区に比べ良い分布

を示した。2回分施区では，1番刈後と5番刈後の追

肥により2番草での収量が高く5番草で低くなってい

る。しかし，その後の収量増加がみられ，5番刈後の

追肥効果が高く現れた。早春と2番刈後追肥では，4，

5番草の割合が小さく前半に偏った分布を示した。

処　　　 理　　　 名 1 番　 革 2　番　 草 5　番 革 4　番 草 5　番 草 計

C I）U 5 8 2 5 1 4 1 0 1 5 1 0 0

1　 回　 施　 肥　 T U 5 5 2 9 1 5 1 1 1 2 1 0 0

（ 早　　 春 ）　 I B 5 5 2 9 1 5 1 1 1 2 1 0 0

7 7 7 5 5 2 8 1 1 1 2 1 4 1 0 0

1 回 施 肥 ∫；≡U 2 2 5 4 1 7 1 5 1 4 1 0 0

2 5 5 1 1 9 1 2 1 5 1 0 0

（ 1 番 刈 後 ） し；≡7 2 4 5 4 1 7 1 1 1 5 1 0 0

2 4 5 5 1 5 1 5 1 5 1 0 0

…早 芸 ・雪 番票 だ

後 ）

5 5 1 8 2 1 1 4 1 5 1 0 0

5 5 2 0 2 1 1 2 1 2 1 0 0

5 8 1 8 2 0 1 5 1 4 1 0 0

墓誌 芸で 芸 ・警 （≡…； 2 4 2 5 1 2 2 0 1 9 1 0 0

2 4 5 0 1 2 1 7 1 7 1 0 0

2 5 2 9 1 2 1 7 1 9 1 0 0

普通化成区を100とした場合の指数を第2表に示し

た。1番刈後に全量施用すると，顕著に効果が現れる

時期は5番草，5番草で緩劾性肥料の持続効果が高い

ことを衰している。早春1回施用では，5番草までが

普通化成区を上回ったが，後半に対する緩効的な効果

第2表　刈取ごとの普通化成に対する収量指数

試験ロ

は認められなかった。分施した場合は，綬劾性肥料が

生育に抑制的に働き収量は普通化成より劣った。した

がって，分滝の場合は普通化成肥料を使う方が適当で

あり，媛劾性肥料の特性を生かす施肥法としては1回

施肥が最適である。

処　　　 理　　　 名 1　 番　 革 2　 番　 草 5　 番　 革 4　 番　 草 5　 番　 草

1 回 施 肥 昔 1 1 0 9 1 1 2 5 8 9 9 5

1 0 4 1 0 9 1 1 8 9 7 9 1

（ 早　 春 ） ■l I B　　　L 7 7 7 1 0 0 1 0 5 1 1 4 9 1 8 4

1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

1 回 施 肥 「三言U 1 0 2 1 0 6 1 5 2 1 1 0 1 2 4

1 0 4 9 4 1 5 9 1 0 2 1 2 8

（ 1 番 刈 後 ） し；≡7 1 1 1 1 1 0 1 1 2 9 0 1 0 4

1 0 0 1 D O 1 0 0 1 0 0 1 0 0

2 回 分 施 ／三言U

（早 春 と2 番 刈 ） 】．7 7 7

9 4 9 2 1 0 0 9 9 9 0

9 8 1 1 0 1 0 8 9 5 8 8

1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

ミ 1 芸 刈 芸 と月≡ （ ≡亨：

番 刈 後 ）

1 0 1 8 2 1 0 1 1 0 8 9 2

1 □ 1 1 0 0 1 0 1 9 0 8 4

1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
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5　土壌中の可給態窒素（NH4－N十NO3－Ⅳ）

早春1回施肥区について土壌中の可給態窒素含量の

経時的変化を第5表に示した。経効性肥料区の（lJH4

－N＋yO3－y）値は施肥後約50日までは普通化成よ

第5表　土壌中のNH4－Ⅳ＋NO3－Ⅳ含量

試験Ⅱ

り使いが，その後普通化成は低下するのに対し，緩効

性肥料は横ばいの傾向にあり．施肥後80日目では普

通化成区が最も低い値を示した。肥料間ではCDtJ区が

40日目まで徐々に増加し最も緩効的な特徴を示した。

（乾土当り呼）

勉　　　 理　　　 名 1 0　日 日 2 0 日 5 0　日 4 0 日 5 0　日 8 0 日

早 春 1 回 輯 5 ．8 5 4 ．5 0 ス8 5 8 ．8 4 7 9 5 8 ．7 1

父 5 1 1 5 ．8 1 8 ，5 8 8 ．7 1 6 ．5 2 8 ．0 6

1 2 ．4 7 Z d 7 8 ．4 5 4 ．9 5 5 ．° 5 6 ．0 1

1 7 5 4 1 0 ．8 1 1 5 ．1 8 8 ．0 1 8 ．0 9 5 ．1 4

注．1）日数は施肥後のものである。
2）深度は10cm

4　硝酸憩室素含量

追肥回数を省略した場合，1回当たりの窒素の施用

量が多くなるため，牧草中の硝酸態窒素含量が増加す

ることが予想される。混播牧草の中から優先事後であ

るオーチャードグラスについて硝酸態窒素を分析した。

結果は第4表のとおりである。1回施肥区では家畜が

第4表　牧草中の硝酸態窒素含量

試験Ⅰ

硝酸中毒を起こす危険含有率0．22％を上回ったのは普

通化成区の1番草で，緩効性肥料区は，ASVの1番革

が0．22％を示したがC】）Uはかなり低い値であった。

その後の刈取草とも低い濃度を示した。2回分施，刈

取ごと分施区はいずれの刈取草とも低濃度を示し肥料

間での差は認められなかった。

DM中（％）

処　　　 理　　　 名 1　 番　 草 2　 番　 革 5　 番　 草 4　 番　 草

1 回 亘 ……≡ 0．1 2 0 ．0 2 0 ．1 1 0．0 5

0．2 2 0．0 5 0 ．0 2 0．0 1

0 ．2 7 0．0 9 0 ．0 4 0．0 1

2 回 分 施 ・「 … ……　＼ 0．0 2 0．0 5 0 ．0 8 0．1 4

0．0 5 0．0 4 0 ・1 ．5 0．0 1

0．0 5 D．0 5 0 ．0 9 8．0 2

刈 取 ご と 分 施 （ 三 …≡ 0．0 1 0．0 1 0 ．0 5 0．0 7

0．0 2 0．0 2 0 ．0 8 0．1 1

0．0 2 ロ．0 5
　　 ●

0．0 5 0．0 4

4　ま　　と　　め

以上のことから，緩劾性肥料の肥効は次の5点に要

約される。

1　追肥回数を省略しても減収しない。

2　収量，収量平衡，肥劫の持続性から1番刈後（5

月下旬～‘月上旬）に1回施肥が有効である。

5　1度に多用しても牧草中に蓄積される硝酸含量

が少なく，家畜に硝酸中毒を起こす危険がない。また

年1回施肥でも，株枯れ，再生障害は認められなかっ

た。

しかしながら，緩劾性肥料を追肥した場合でも施用

直後に収量の偏りがみられ，肥効の持続期間の延長と

併せてより緩効的な肥料の開発が待たれる。


